






















fostering socialinteraction between generationsisnotaprimary goalofthe・Kodomo-
Bunkamura・inFunabashi,SetagayaWard,theeventhasapositiveeffectonsocializing
betweenthedifferentgenerationsinvolved.Recognitionofthisfactmotivatesourresearch.






to Face,・ ・Working toward the Same Objective and Achieving it,・ ・Skinship,・ and
・Cooperating・providethesortofsocialinteraction thatmotivateschildren toremain
involvedintheactivities.














桜井 2006，佐藤 2003，阿部 2003，草野 2006）や社会
学からの研究（高野 2004，斎藤他 2005，神川 2002，




























































































































































































































































































































































































































ひまわりくらぶ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎
まち探険くらぶ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ △
いけ花 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
茶 道 ○ ◎ △ △ ○ ○ ○ ○
日本刺繍 ○ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ○
演劇くらぶ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ○
映像くらぶ ◎ △ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○
ものづくりくらぶ ◎ △ ○ ◎ ○ ◎
コーラス ○ △ ◎ △ △ ◎ ◎ ◎ △ ○ △ ◎ △
オーケストラ ◎ △ ◎ △ △ ◎ ◎ ◎ △ ○ △ ◎ △






























































































































































子ども同士が同じ活動体験を通して向き合う ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
子ども（上級生）と子ども（下級生）がふれあう ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
子ども⇔スタッフ
子どもとスタッフ（中年）がふれあう ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
子どもとスタッフ（中年）が真剣に向き合う ○ ○ ○
子どもとスタッフ（中年）が同じ目的に向かって活動する ○ ○ ○ ○
子どもとスタッフ（高齢）がふれあう ○ ○ ○ ○ ○
子ども⇔講師
子どもと講師がふれあう ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
子どもと講師が真剣に向き合う ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
子どもと講師が同じ目的に向かって活動する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
子ども⇔地域の人
子どもと地域の人がふれあう ○ ○ ○ ○ ○
子どもと地域の人が一緒に活動する ○ ○ ○ ○
スタッフ⇔スタッフ
中年スタッフと高齢スタッフが協力する ○ ○
が，子ども世代親世代祖父母世代と三世代に
わたり，継続的な活動のなかで世代や立場を超え
て多様な交流が育っている，②「子どもぶんか村」
は大人が仕掛けたものであるが，子どもたちがの
びのびと活動し，異年齢の子ども他校の子ども
とも自然に交流し，関わっている大人高齢者世
代とも自然な交流があり，信頼関係を築いている。
2.活動を通じて，子どもたちは，17の組み合わせ
の交流を経験しており，その「向き合い方」は
「同じ活動体験」「大人と子どもが真剣に対峙」
「同じ目標に向かって加速達成」「ふれあい」
「協力」等，複雑な向かい合い方を経験している。
それらがあいまって，活動に対する魅力が生まれ
緊張感をもって，子どもの活動が持続されている
と思われる。
3.子どもたちは，一度入会すると「卒業」等の所
属変化以外は活動を継続しており，概ね満足し，
積極的な意欲をもちつづけていることから，本活
動で体験する世代間交流を肯定的に捉えていると
みることができる。
今後，さらにこの「子どもぶんか村」の活動が継
続され，参加者の生活を文化的に豊かにすること，
子どもにとって，「子どもぶんか村」の大人の存在
が不可欠になり，地域が活性化され地域づくりにつ
ながること，「子どもぶんか村」での交流が子ども
が将来のビジョンを考えるときに良い影響を与える
存在となっていくことを期待したい。
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